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青年部員以外にも大樹町森林組合の職員が参加青年部員以外にも大樹町森林組合の職員が参加

講義のようす講義のようす

セミナーのようすセミナーのようす

セイカン㈱コンテナ倉庫セイカン㈱コンテナ倉庫

森紙業㈱工場内森紙業㈱工場内

大
樹
町
農
民
協
議
会
役
員

大
樹
町
農
民
協
議
会
役
員
視
察
研
修

視
察
研
修

防
風
林
に
つ
い
て
の

防
風
林
に
つ
い
て
の

��

勉
強
会
を
実
施

勉
強
会
を
実
施

技
能
実
習
生

技
能
実
習
生

　
受
入
事
業
所
セ
ミ
ナ
ー

　
受
入
事
業
所
セ
ミ
ナ
ー

青年部

農
業
経
営
塾

農
業
経
営
塾

第６回

　

Ｊ
Ａ
大
樹
町
青
年
部
（
髙
松
佑
樹

部
長
）
で
は
、
12
月
９
日
生
産
資
材

課
会
議
室
に
お
い
て
学
習
会
を
開
催

し
た
。

　

当
日
は
青
年
部
員
４
名
、
大
樹
町

森
林
組
合
職
員
ほ
か
５
名
が
参
加
の

も
と
、
十
勝
総
合
振
興
局　

森
林
室

池
田
分
室　

普
及
係
長　

國
井
清
嗣

郎
氏
と
道
総
研
森
林
研
究
本
部
林
業

試
験
場
道
東
市
場　

研
究
主
任　

岩

崎
健
太
氏
を
講
師
に
防
風
林
に
つ
い

て
の
講
義
を
行
な
っ
た
。

　

講
義
で
は
、
防
風
林
の
種
類
や
メ

リ
ッ
ト
、現
在
減
少
傾
向
に
あ
る
防
風

林
の
保
全
対
策
な
ど
の
話
が
さ
れ
た
。

　

講
義
終
了
後
の
質
疑
応
答
に
て
青

年
部
員
か
ら
は
多
く
の
質
問
が
飛
び

交
い
学
習
会
を
終
了
し
た
。

　

大
樹
町
農
民
協
議
会
（
水
下
英

治
会
長
）
で
は
、
12
月
14
日
に
役

員
５
名
が
参
加
す
る
中
、
役
員
視

察
研
修
を
行
っ
た
。

　

初
め
に
セ
イ
カ
ン
株
式
会
社
を

視
察
。

　

会
議
室
に
て
カ
タ
ロ
グ
を
閲
覧

し
な
が
ら
取
り
扱
っ
て
い
る
商
材

の
説
明
を
受
け
た
。
そ
の
中
で
も

次
亜
塩
素
水
生
成
器
・
ト
ラ
ク
タ

ー
に
取
り
付
け
る
安
価
な
Ｇ
Ｐ
Ｓ

ガ
イ
ダ
ン
ス
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ

れ
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
商
品
庫
や
コ
ン
テ
ナ

工
場
を
視
察
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
大
樹
町
で
は
、
12
月
３
日
大

会
議
室
に
て
５
名
の
受
講
生
が
参
加

の
も
と
、
第
６
回
農
業
経
営
塾
が
行

わ
れ
た
。

　

今
回
の
講
義
で
は
、
萠
和
農
事
組

合　

村
﨑
隆
一
氏
と
上
中
島
農
事
組

合　

辻
本
仁
氏
を
講
師
に
招
き
「
投

資
者
か
ら
後
継
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
」

を
行
な
っ
た
。

　

お
二
人
の
投
資
に
至
る
ま
で
の
経

緯
や
過
去
の
経
験
、
投
資
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
な
ど
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
に

受
講
生
た
ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。

　

農
業
経
営
塾
終
了
後
に
は
、
だ
い

じ
ゅ
園
に
て
懇
親
会
・
意
見
交
換
会

を
行
い
、
受
講
生
や
職
員
間
の
親
睦

を
深
め
終
了
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
大
樹
町
で
は
、
11
月
22
日
技

能
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
事
業

所
を
対
象
に
、
技
能
実
習
生
受
入
事

業
所
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

  

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
現
在
、
技
能
実

習
生
と
事
業
所
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増

加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
よ
く
あ
る
事

例
を
紹
介
し
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
の
改
善
・
対
策
方
法

が
説
明
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
技
能
実
習
生
と
の
話
し
方

の
コ
ツ
や
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

を
使
い
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
技
能
実

習
制
度
に
関
す
る
項
目
を
確
認
し
セ

ミ
ナ
ー
を
終
了
し
た
。

　

次
の
視
察
先
の
森
紙
業
株
式
会

社
帯
広
工
場
で
は
会
社
概
要
の
説

明
を
受
け
た
後
、
工
場
内
を
視
察
。

　

工
場
内
は
原
紙
か
ら
段
ボ
ー
ル

に
な
る
ま
で
の
一
連
の
行
程
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
参
加
し
た
役
員

た
ち
は
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
な

い
機
械
を
興
味
深
く
視
察
し
て
い

た
。

　

工
場
視
察
後
の
質
疑
応
答
で
は

１
注
文
の
ロ
ッ
ト
数
や
納
期
な
ど

多
く
の
質
問
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。

　

最
後
に
帯
広
市
内
の
飲
食
店
に

て
会
食
を
し
、
役
員
間
の
交
流
を

深
め
無
事
に
帰
町
し
た
。
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乳和食の説明乳和食の説明

牛乳でつくる煮物レシピ牛乳でつくる煮物レシピ

料
理
講
習
会

料
理
講
習
会

―
乳
和
食
に
つ
い
て
―

―
乳
和
食
に
つ
い
て
―

女性部
　

12
月
１
日
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お
い

て
、
実
演
、
試
食
を
行
な
わ
な
い

「
料
理
講
習
会
」
を
実
施
し
た
。

　

当
日
は
、
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
株

式
会
社
管
理
栄
養
士
、
桔
梗
原
佐

和
子
さ
ん
を
お
招
き
し
て
和
食
に

牛
乳
を
加
え
て
作
る
「
乳
和
食
」

の
良
さ
を
教
わ
っ
た
。
牛
乳
を
「
水
」

の
代
わ
り
に
、
牛
乳
か
ら
つ
く
る

ホ
エ
イ
（
乳
清
）
を
「
だ
し
」
と

し
て
使
う
こ
と
に
よ
り
料
理
に
深

み
、
コ
ク
、
う
ま
み
が
増
し
、
減

塩
効
果
に
も
つ
な
が
る
事
を
学
ん

だ
。
料
理
の
手
順
は
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
し
、
参
加
者
は
普
段
作

っ
て
い
る
み
そ
汁
や
煮
物
、
焼
き

魚
の
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
に
く
ぎ
付

け
だ
っ
た
。　
　

  
ま
た
、
ご
は
ん
だ
け
食
べ
る
よ

り
も
「
ご
は
ん
」
と
「
牛
乳
」
を

組
み
合
わ
せ
る
と
血
糖
値
の
上
昇

を
抑
え
ら
れ
、
肥
満
や
糖
尿
病
予

防
に
つ
な
が
る
こ
と
や
、
運
動
後

に
牛
乳
を
コ
ッ
プ
一
杯
飲
む
こ
と

で
、
血
圧
上
昇
を
抑
え
ら
れ
る
な

ど
、
毎
日
牛
乳
を
飲
む
人
は
と
き

ど
き
飲
む
人
よ
り
も
長
生
き
す
る

こ
と
な
ど
を
学
ん
だ
。

  

参
加
者
は
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
の

お
料
理
レ
シ
ピ
と
材
料
の
チ
ー
ズ

４
種
類
（
さ
け
る
チ
ー
ズ
・
カ
マ

ン
ベ
ー
ル
・
マ
ス
カ
ル
ポ
ー
ネ
・

カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
：
大
樹
工
場

製
造
）
を
持
ち
帰
り
料
理
講
習
会

を
終
え
た
。

❖材料（１人分）

ａ ｂ

ホット
チョコレート
レシピ

作り方
１　チョコレートは包丁で刻む。
２　小鍋に牛乳を温め、（1）のチョコレートを加えて沸騰しな

いように混ぜながら溶かす（写真ａ・ｂ）。味をみて、好
みでグラニュー糖を加える。

３　生クリームにグラニュー糖を加えて少しかために泡立てる。
４　温めたカップに（2）を注ぎ、（3）をたっぷりとのせていた

だく。
　　※ミルクチョコレートを使う場合は、ココアパウダー適量

を加えるとコクが出る。好みでコアントローなどのリキュ
ールを加えてもおいしい。

メグミルク牛乳………………１カップ
チョコレート（ビター）�……………50g
グラニュー糖………………………適量
ホイップクリーム
　フレッシュ北海道産生クリーム使用
　　　　　　………………………適量
　グラニュー糖………………大さじ１
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牛
乳
・
乳
製
品
消
費
拡
大
料
理
講
習
会

牛
乳
・
乳
製
品
消
費
拡
大
料
理
講
習
会

女性部

エ
ル
ダ
ー
定
例
交
流
会

エ
ル
ダ
ー
定
例
交
流
会

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
辻
本
薫
部
長
）

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
で
は
、
12
月
10

日
大
樹
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
調

理
室
に
お
い
て
、
８
名
の
参
加
者

の
も
と
牛
乳
・
乳
製
品
を
使
っ
た

料
理
講
習
会
を
実
施
し
た
。

　

家
庭
で
簡
単
に
作
れ
て
、
ふ
ん

だ
ん
に
牛
乳
、
乳
製
品
が
消
費
で

き
る
「
北
海
道
産
小
麦
粉
を
使
っ

た
ピ
ザ
」「
チ
ー
ズ
い
も
餅
」「
混

ぜ
て
冷
や
す
だ
け
簡
単
プ
リ
ン
」

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
す
ず
ら
ん
会
（
穀

内
美
希
会
長
）
は
、
12
月
９
日
大

樹
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
調
理
室

に
お
い
て
、
牛
乳
・
乳
製
品
消
費

拡
大
を
目
的
に
「
バ
タ
ー
づ
く
り
」

を
実
施
し
た
。

　

牛
乳
と
生
ク
リ
ー
ム
を
空
の
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
15
分
ほ
ど
振

り
続
け
る
と
プ
ツ
プ
ツ
と
塊
が
現

れ
た
。
水
分
を
抜
き
、
ま
た
５
分

ほ
ど
振
り
続
け
る
と
大
き
な
塊
の

バ
タ
ー
が
出
来
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
ハ
サ
ミ
で
切
り
、
バ
タ
ー
を

容
器
に
分
け
入
れ
た
。

の
３
品
の
レ
シ
ピ
を
考
え
た
。
部

員
達
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
楽
し
く

会
話
し
な
が
ら
２
時
間
で
作
り
上

げ
、
感
染
症
対
策
の
た
め
試
食
は

行
な
わ
ず
持
ち
帰
り
と
し
た
。

　

部
員
達
は
、
次
年
度
の
料
理
講

習
会
は
以
前
の
よ
う
に
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
調
理
し
た
り
、
試
食

が
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
12
月
の

交
流
会
を
終
え
た
。

す
ず
ら
ん
会

す
ず
ら
ん
会
―
バ
タ
ー
作
り
―

―
バ
タ
ー
作
り
―

女性部

　

こ
の
作
業
を
２
回
行
な
い
４
つ

の
容
器
に
バ
タ
ー
を
入
れ
、
フ
レ

ー
バ
ー
を
付
け
た
。
に
ん
に
く
や

パ
セ
リ
を
加
え
て
「
エ
ス
カ
ル
ゴ

バ
タ
ー
」、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
を

加
え
「
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
バ
タ
ー
」

ト
リ
ュ
フ
塩
を
加
え
「
ト
リ
ュ
フ

バ
タ
ー
」、
消
費
拡
大
を
目
的
に

小
豆
餡
を
加
え
「
あ
ん
バ
タ
ー
」

を
作
っ
た
。

　

参
加
者
５
名
は
出
来
上
が
っ
た

バ
タ
ー
を
持
ち
帰
り
、
家
族
と
手

作
り
バ
タ
ー
を
味
わ
っ
た
。

プリン作りプリン作り

ピザ生地作りピザ生地作り

プリンできあがりプリンできあがり�� チーズいも餅作りチーズいも餅作り

エスカルゴバターエスカルゴバター
トリュフバタートリュフバター

あんバターあんバター
ドライフルーツバタードライフルーツバター
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食
育
料
理
講
習
会

食
育
料
理
講
習
会  

代
替
事
業

代
替
事
業

―
大
樹
町
　
全
校
　
児
童
・
生
徒
へ
―

―
大
樹
町
　
全
校
　
児
童
・
生
徒
へ
―

各
学
校
へ
女
性
部
役
員
が
対
応
し
ま
し
た

各
学
校
へ
女
性
部
役
員
が
対
応
し
ま
し
た

女性部
　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
辻
本
薫
部
長
）

は
、
12
月
16
日
に
食
育
料
理
講
習

会
の
代
替
事
業
を
実
施
し
た
。
昨

年
は
、
中
止
と
し
た
が
、
例
年
、

小
学
生
を
対
象
に
「
食
べ
ら
れ
る

事
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
」
や
「
料

理
を
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
」
な
ど

『
食
』
へ
の
関
心
を
深
め
て
き
た

食
育
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
も
、

今
で
き
る
こ
と
を
話
し
合
い
、
町

内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学

校
の
全
生
徒
へ
「
ミ
ル
メ
ー
ク
」

の
提
供
を
決
め
た
。
冬
休
み
の
間
、

学
校
給
食
が
な
く
な
り
牛
乳
消
費

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
主
催
の
「
し
あ
わ
せ
会
」
（
65
歳
以
上
の
組
合
員

婦
人
対
象
）
を
今
年
度
も
役
員
協
議
の
結
果
、
中
止
す
る
こ
と
と

致
し
ま
し
た
。
何
卒
、
ご
理
解
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 し

あ
わ
せ
会

し
あ
わ
せ
会
―
中
止
の
お
知
ら
せ
―

―
中
止
の
お
知
ら
せ
―

女性部

が
落
ち
込
む
こ
と
を
懸
念
し
、
お

家
で
簡
単
に
作
れ
て
お
い
し
い
「
牛

乳
と
ミ
ル
メ
ー
ク
を
使
っ
た
レ
シ

ピ
」
と
、
毎
日
使
用
す
る
マ
ス
ク

の
「
洗
え
る
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
」
を

提
供
し
た
。

　

ま
た
、
食
育
と
し
て
町
内
の
酪

農
家
が
毎
日
、
乳
を
搾
り
雪
印
メ

大樹高等学校大樹高等学校

大樹小学校大樹小学校

大樹中学校大樹中学校

グ
ミ
ル
ク
工
場
へ
出
荷
し
、
チ
ー

ズ
が
製
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
伝
え
た
。

　

大
樹
中
学
校
生
徒
会
長
、
田
中

礼
人
君
は
「
牛
乳
が
好
き
で
、
冬

休
み
の
間
も
牛
乳
を
飲
み
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し

て
く
れ
た
。

提供した品物提供した品物
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萠
和
農
事
組
合
　
村
﨑
　
隆
一
氏

黒
澤
賞
受
賞
祝
賀
会

黒
澤
賞
受
賞
祝
賀
会

　

12
月
11
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
に
お
い

て
、
萠
和
農
事
組
合　

村
﨑
隆
一
氏

の
黒
澤
賞
受
賞
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
。

　

酪
農
研
究
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、「
人

も
牛
も
無
理
せ
ず
、
既
存
の
資
源
で

最
大
限
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
生
み

出
す
」
と
い
う
経
営
理
念
を
軸
に
、

チ
モ
シ
ー
一
辺
倒
を
や
め
、
オ
ー
チ

ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
を
導
入
、
刈
り
取
り

時
期
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収
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介
。
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。
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﨑
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祝賀会のようす祝賀会のようす

左より 太田専務・村﨑隆一さん・坂井組合長左より 太田専務・村﨑隆一さん・坂井組合長
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十勝農業改良普及センター十勝南部支所 
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付
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働
の
課
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ま
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期
に
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。
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現現
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でで
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事事
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生
産
現
場
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
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が

行
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い
ま
す
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２
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て
い
る
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農
作
業
事
故
の
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低
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、
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高
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が
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え
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上
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視
点
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も
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故
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に
向
け
た
労
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４
Ｓ
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図１ 整理、整頓の意義 
種類の違う２種類のキャップそれぞれの数が一目で分かるのはどちらでしょうか。 

図３ 労働環境整備と生産性ならびに従事者一人あたりの牛舎内労

働時間（農作業安全「ＭＭＨ運動」啓発パンフレットより一部加工） 
（根室農業改良普及センター2017） 

図２ 生産現場の事例 
４Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔）が導入されている農場は、

労働が煩雑になりづらく、農作業事故リスクが低く、生産性

が高いという特徴があります。 

 

※主に製造業の生産現場で行われている作業の見直し活動をいいま

す。作業効率の向上や安全性の確保に関して、現場の作業者が知恵を

出し合い課題解決を図っていく点が特徴です。 
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※主に製造業の生産現場で行われている作業の見直し活動をいいま

す。作業効率の向上や安全性の確保に関して、現場の作業者が知恵を
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十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信
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青色申告会

＊消費税の受付・指導は青色申告指導日に並行して行います。

＊指導日以外の相談については、指導員不在のため対応できない場合がありますのでご了承下さい。

＊コロナウイルス感染症による影響や都合により指導日程・開催方法・会場が変更になる場合もあります。

青色申告及び白色申告に係わる指導日程
月　 日 曜 日 内　　　　　容 時　　間 場　　所

２月１日 火

２月２日 水 乳牛市場

２月３日 木 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

２月４日 金

２月５日 土

２月６日 日

２月７日 月

２月８日 火 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

２月９日 水

２月10日 木

２月11日 金 建国記念日

２月12日 土

２月13日 日

２月14日 月

２月15日 火

２月16日 水 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

２月17日 木 乳牛市場

２月18日 金 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

２月19日 土

２月20日 日

２月21日 月 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

２月22日 火

２月23日 水 天皇誕生日

２月24日 木 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

２月25日 金

２月26日 土

２月27日 日

２月28日 月 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

３月１日 火 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

３月２日 水

３月３日 木 乳牛市場

３月４日 金 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

３月５日 土

３月６日 日

３月７日 月 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

３月８日 火 青色、白色指導・受付（消費税） 13：00～15：00 会議室Ｄ

３月９日 水 確定申告、消費税　指導・受付最終日 13：00～15：00 会議室Ｄ

３月10日 木

３月11日 金

３月12日 土

３月13日 日

３月14日 月

３月15日 火 所得税確定申告書　税務署提出予定日

３月31日 木 消費税確定申告書　税務署提出予定日
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
12
回 

12
／
17

★
報
告
事
項

１　

令
和
３
年
度
畜
産
基
本
調
査

集
計
（
乳
牛
飼
養
頭
数
）
に

つ
い
て

２　

十
勝
酪
農
畜
産
対
策
協
議
会

全
体
委
員
会
の
報
告
に
つ
い

て

３　

令
和
３
年
産
野
菜
類
の
精
算

状
況
に
つ
い
て

４　

令
和
２
年
産
馬
鈴
し
ょ
で
ん

粉
共
同
計
算
の
精
算
に
つ
い

て

５　

令
和
２
年
産
大
豆
共
同
計
算

の
精
算
に
つ
い
て

６　

令
和
２
年
産
民
間
流
通
麦
共

同
計
算
の
精
算
に
つ
い
て

７　

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
運
営
委
員

会
の
報
告
に
つ
い
て

８　

令
和
３
年
組
合
員
勘
定
の
推

定
に
つ
い
て

９　

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

10　

理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付

に
つ
い
て

11　

余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い

て

12　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

文
書
管
理
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

★
協
議
事
項

第
１　

対
策
指
導
農
家
等
の
組
勘

年
末
推
定
に
つ
い
て

�

協
議

第
２　

農
協
懇
談
会
の
意
見
集
約

に
つ
い
て

�

協
議

職員紹介職員紹介

後列左より　長谷川・工藤・前田
前列左より　津村・今野課長・清水

今月は酪農畜産部　畜産販売課をご紹介します今月は酪農畜産部　畜産販売課をご紹介します



たいき 10( )

9,504

9,728

10,164

9,449

9,804

10,127

9,745

9,081

10,260

9,945

10,481

10,104
10,015

9,732

10,153

10,406
10,327

9,970
9,867

9,709

10,048

令和３年度12月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000
生産乳量（2020年度）

生産乳量（2021年度）

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

2020年度

2021年度

（ ）書きは前年度単価

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000

400,000

350,000
3/4 3/19 4/7 4/22 5/11 5/26 6/9 7/21 8/26 9/8 9/22 10/6 10/21 11/4 11/25 12/16 1/20 2/2 2/17

(772,800)(772,800) (873,752)(873,752) (796,900)(796,900) (711,206)(711,206) (679,276)(679,276) (703,332)(703,332) (783,750)(783,750) (739,567)(739,567) (786,023)(786,023)
(704,367)(704,367) (847,220)(847,220) (710,556)(710,556) (536,957)(536,957) (674,513)(674,513) (537,350)(537,350) (736,238)(736,238) (732,188)(732,188) (830,961)(830,961) (767,384)(767,384)

（円）
大　　樹

793,144793,144

934,887934,887

901,426901,426

730,881730,881

907,751907,751

711,370711,370
740,785740,785

616,157616,157
648,256648,256

739,322739,322

628,176628,176

589,050589,050

646,406646,406

355,667355,667

563,032563,032

617,145617,145

肉用牛（黒毛和種）

2021年度去勢

2021年度雌

2020年度去勢

2020年度雌
550,000

500,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/71/1212/711/1010/119/158/177/136/155/184/123/11

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

826,886826,886

858,959858,959

791,427791,427

675,430675,430

638,000638,000

722,932722,932

806,569806,569
797,194797,194

717,023717,023

799,208799,208

732,900732,900

770,346770,346

695,892695,892
681,345681,345

630,457630,457
645,103645,103

676,427676,427

683,509683,509

714,826714,826

690,768690,768
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｄ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

２
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

１
月
号
の
応
募
者
は
16
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

１月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

フ ク ワ ラ イ
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
上
大
樹

）
髙　

橋　

真　

衣
さ
ん

（
下
大
樹

）
佐
々
木　

弘　

子
さ
ん

（
鏡
町
）
今　

村　

佳　

子
さ
ん

（
萠
和
）
川　

原　

和　

夫
さ
ん

（
萠
和
）
村　

﨑　

ゆ　

ま
さ
ん

（
豊
里
）
藤　

内　

隆　

弘
さ
ん

（
豊
里
）
佐　

藤　

ア
イ
子
さ
ん

（
尾
田
）
細　

谷　

絢　

子
さ
ん

（
大
光
）
鈴　

木　

恵
知
子
さ
ん

（
拓
北
）
吉　

田　

泰　

裕
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

①
力
士
が
頭
の
て
っ
ぺ
ん
に
結
い
ま
す

③
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
と
も
い
い
ま
す

⑥
南
へ
と
吹
き
抜
け
て
い
き
ま
す

⑧
父
は
ロ
バ
、
母
は
ウ
マ

⑨
青
→
黄
→
赤
と
変
わ
る
も
の
を
よ
く
見
掛

け
ま
す

⑪
宍
道
湖
の
名
産
で
あ
る
二
枚
貝

⑬
水
瓶
座
と
牡
羊
座
の
間

⑮
訴
え
や
申
請
な
ど
が
退
け
ら
れ
る
こ
と

⑰

か
ま
ぼ
こ
、

団
子
、

笛

⑱
鉄
道
の
レ
ー
ル
の
下
に
並
べ
ま
す

⑳
テ
レ
ビ

の
録
画
を
予
約
し
た

㉑
魚
へ
ん
に
師
と
書
く
出
世
魚

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
節
分
の
日
に
丸
か
じ
り
す
る
地
方
も
あ
り

ま
す

②
歯
が
あ
る
履
き
物

③
世
界
遺
産
に
は
文
化
遺
産
や

遺
産
が

あ
り
ま
す

④
ほ
っ
そ
り
し
た
指
の
例
え
に
使
わ
れ
る
魚

⑤
酸
っ
ぱ
い
も
の
を
見
る
と
湧
き
ま
す

⑦
特
定
の
ヤ
ギ
の
毛
を
使
っ
た
高
級
な
毛
織

物
⑩
受
験
生
が
勝
ち
取
り
た
い
も
の

⑫
江
戸
幕
府
の
旗
本
、
御
家
人
の
総
称

⑭

頭
を
た
た
い
て
み
れ
ば
文
明
開
化
の

音
が
す
る

⑯
酒
の
お
供
で
す

⑰
年
齢
を
尋
ね
ら
れ
た
の
で

を
読
ん
で

答
え
ち
ゃ
っ
た

⑲
愛
を
英
語
で
い
う
と
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

ひ　な　かさん (５歳)
萠　和

　村さき　ゆまさん (７歳)

鏡　町

　けいこばぁばさん (？歳)

下大樹

　ゆ　　あさん (６歳)


